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自
衛
隊
員
へ
の
「
遺
書
」
作
成
要
求
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
九
月
十
九
日
未
明
、
多
く
の
国
民
が
国
会
を
取
り
囲
み
、
大
声
で
「
反
対
」
を
叫
ぶ
中
、
平
和
安
全
法
制
、
い
わ
ゆ
る

「
戦
争
法
」
（
以
下
、
「
戦
争
法
」
と
い
う
）
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。

「
戦
争
法
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
成
立
か
ら
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
な
お
批
判
の
声
が
絶
え
ず
、
廃
止
を
求
め
る
声

は
根
強
い
。
か
か
る
国
民
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
「
戦
争
法
」
の
施
行
が
間
近
に
迫
る
去
る
二
月
十
九
日
、
野
党
五
党
は
衆
議

院
に
「
戦
争
法
」
廃
止
法
案
を
提
出
し
た
。

「
戦
争
法
」
は
、
間
違
い
な
く
違
憲
・
無
効
な
法
律
で
あ
る
。
法
案
段
階
か
ら
国
会
審
議
等
を
通
じ
て
、
多
く
の
憲
法
学

者
、
歴
代
の
内
閣
法
制
局
長
官
や
最
高
裁
判
所
長
官
・
判
事
ら
が
憲
法
第
九
条
の
精
神
に
反
し
、
わ
が
国
の
立
憲
主
義
と
平
和

主
義
、
自
衛
隊
の
「
専
守
防
衛
」
に
反
す
る
稀
代
の
悪
法
だ
と
批
判
し
て
き
た
。

私
も
「
戦
争
法
」
は
違
憲
・
無
効
で
あ
り
、
そ
の
施
行
を
待
つ
こ
と
な
く
、
即
刻
廃
止
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

軍
事
評
論
家
な
ど
多
く
の
識
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
戦
争
法
」
施
行
に
よ
っ
て
米
軍
と
自
衛
隊
の
一
体
化
・
融
合
化
が

急
速
に
進
む
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
自
衛
隊
員
が
「
地
球
の
裏
側
」
の
戦
地
や
紛
争
地
に
派
遣
さ
れ
、
戦
闘
行
為
に
巻
き
込

ま
れ
て
人
を
殺
し
、
殺
さ
れ
る
事
態
が
現
実
の
も
の
と
し
て
招
来
す
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
。

一



か
か
る
「
戦
争
法
」
施
行
と
安
倍
政
権
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
全
面
解
禁
の
た
め
の
明
文
改
憲
の
動
き
の
中
で
、
自
衛
隊
員

へ
の
「
家
族
へ
の
手
紙
」
（
以
下
、
「
遺
書
」
と
い
う
）
作
成
要
求
問
題
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
二
〇
一
〇
年
当
時
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
（
以
下
、
北
部
方
面
隊
と
い
う
）
総
監
だ
っ
た
千
葉
徳
次
郎
陸
将

（
以
下
、
単
に
総
監
と
い
う
）
が
、
同
年
夏
に
「
（
「
遺
書
」
を
書
く
の
は
）
命
を
賭
す
職
務
に
就
く
軍
人
と
し
て
の
矜
持

で
あ
る
」
等
と
訓
示
し
た
事
実
を
承
知
し
て
い
る
か
。
事
実
で
あ
れ
ば
、
右
訓
示
の
あ
っ
た
日
時
、
場
所
、
内
容
等
を
特
定

し
た
上
で
、
自
衛
隊
員
を
「
軍
人
」
扱
い
す
る
千
葉
陸
将
（
当
時
）
の
総
監
と
し
て
の
資
質
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

二

二
〇
一
〇
年
当
時
、
北
部
方
面
隊
鹿
追
駐
屯
地
に
勤
務
し
て
い
た
元
二
等
陸
曹
の
告
発
に
よ
る
と
、
同
方
面
隊
に
お
い
て

は
訓
示
以
降
、
総
監
の
提
案
で
、
服
務
指
導
と
し
て
隊
員
に
「
遺
書
」
を
書
か
せ
、
個
人
用
ロ
ッ
カ
ー
に
保
管
さ
せ
て
い
た

よ
う
だ
。
か
か
る
ロ
ッ
カ
ー
の
鍵
は
、
当
該
隊
員
の
み
な
ら
ず
、
部
隊
側
も
保
有
し
て
い
た
と
い
う
。

①

北
部
方
面
隊
に
お
い
て
、
隊
員
に
「
遺
書
」
を
書
か
せ
、
個
人
用
ロ
ッ
カ
ー
に
保
管
さ
せ
る
行
為
（
以
下
、
「
遺
書
」

の
作
成
及
び
ロ
ッ
カ
ー
保
管
と
い
う
）
が
行
わ
れ
、
か
か
る
ロ
ッ
カ
ー
の
鍵
を
部
隊
側
が
保
有
し
て
い
た
と
い
う
の
は
事

二



実
か
。
当
該
行
為
等
が
服
務
指
導
で
あ
っ
た
か
否
か
を
含
め
て
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
事
実
で
あ

れ
ば
、
「
遺
書
」
の
作
成
及
び
ロ
ッ
カ
ー
保
管
が
始
め
ら
れ
た
日
付
と
目
的
、
法
的
及
び
服
務
規
程
上
の
根
拠
を
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
そ
の
適
法
性
、
適
正
性
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

「
遺
書
」
の
作
成
及
び
ロ
ッ
カ
ー
保
管
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
す
で
に
終
了
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

日
付
と
終
了
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

③

服
務
指
導
は
命
令
か
任
意
か
。
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
「
遺
書
」
の
作
成
及
び
ロ
ッ
カ
ー
保
管
が
命
令
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

右
元
二
等
陸
曹
は
、
定
年
退
職
三
か
月
前
の
二
〇
一
四
年
十
月
、
北
部
方
面
隊
総
監
部
に
対
し
「
遺
書
」
の
返
却
と
「
遺

書
」
を
書
か
せ
た
理
由
の
説
明
を
求
め
る
苦
情
申
し
立
て
を
行
っ
て
い
る
。
苦
情
処
理
通
知
書
の
発
出
年
月
日
と
回
答
内
容

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
か
か
る
苦
情
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
事
実
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

現
在
、
鹿
児
島
県
の
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
で
も
、
北
部
方
面
隊
同
様
の
「
遺
書
」
作
成
が
隊
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
遺
書
」
作
成
要
求
は
陸
上
自
衛
隊
に
限
っ
た
も
の
か
。
海
上
自
衛
隊
や
航
空
自
衛
隊
で
も
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
右
鹿

三



追
駐
屯
地
及
び
国
分
駐
屯
地
以
外
の
全
国
の
各
自
衛
隊
に
お
い
て
、
同
様
の
「
遺
書
」
作
成
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る
事
実
が

あ
れ
ば
、
そ
の
全
て
に
つ
い
て
部
隊
名
及
び
基
地
名
（
駐
屯
地
、
分
屯
地
等
を
含
む
）
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
か
か
る
状

況
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


